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RapidMiner 9.10のリリース

9.10のリリース

2021年8⽉にRapidMiner 9.10がリリースされました。
ここでは、9.10の主な変更点についてご紹介いたします。

詳細は変更点は、以下にあるリリースノートもご参照ください。
(英語)
https://docs.rapidminer.com/
(⽇本語)
https://support.rapidminer.jp/

https://docs.rapidminer.com/
https://support.rapidminer.jp/
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9.10の主な変更点

変更点

新機能
• バイアスの検知
• Function Fittingオペレータの追加

機能強化
• De-Normalizeオペレータ : 予測値も⾮正規化するオプションの追加
• Equalize Numerical Indices、Equalize Time Stampsオペレータ: 

置換タイプに定数値の使⽤が可能
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9.10の新機能

バイアスの検知

責任あるAIへの取り組みに向け、RapidMiner 9.10より
バイアスを引き起こす可能性のある属性には警告が表⽰されるようになりました。
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9.10の新機能

バイアスの検知

警告は、以下のビューで利⽤できます。

• 基本統計量ビュー
• Turbo Prep
• Auto Model
• モデルシミュレータ
など

警告には、ユーザーが問題のある列に対処できるように
何が問題となっているか表⽰されます。
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9.10の新機能

Function Fittingオペレータ

カスタム関数を作成し、ラベルに合うように
パラメータを最適化できるオペレータが追加されました。

主に想定される使⽤例
• データを基にした物理的挙動のモデル化
• 計測データで物理学的仮説の確認
• デバイスの動作の異常検知
など

特に、属性間の関係が既に知られている
ような産業分野で役に⽴ちます。
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9.10の新機能

Function Fittingオペレータ

例えば、以下のようにyとxのデータが既に⽤意されているとします。

このとき、既にyとxには以下の関係があることが
わかっており、aとbを求めたいとします。

y = a*x + b
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9.10の新機能

Function Fittingオペレータ

Function Fittingオペレータを繋ぎ、求めたい式をexpressionに記述します。
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9.10の新機能

Function Fittingオペレータ

実⾏すると、式のaとbにあてはまる数値が出⼒されます。
(右のerrorは、予測値とlabelの差を⼆乗した合計です。)

今回の場合は、これだけで以下の式を簡単に導くことができました。
y = 0.107 * x + 0.201
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9.10の新機能

Function Fittingオペレータ

ここでは、単純な単回帰しか取り上げませんが、
Expressionの書き⽅によっては、もっと複雑なものも求めることが可能です。

Function Fittingオペレータにはチュートリアルも付属しているので、
詳細な動きはチュートリアルもご参考ください。
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9.10の機能強化

De-Normalizeオペレータ

従来では、De-Normalizeオペレータで予測値を戻すことはできませんでした。
それにより、ラベルを⾮標準化したときの⽐較がしづらい状態でした。

←Predictionだけ標準化の
ままなので、ラベルと⽐較
できない。
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9.10の機能強化

De-Normalizeオペレータ

9.10からはDe-Normalizeオペレータが強化され、
Predictionも戻すパラメータが追加されました。
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9.10の機能強化

De-Normalizeオペレータ

このパラメータにより、predictionも⾮標準化することができるため、
ラベルと予測値の⽐較が容易になります。

※属性名を基に処理してい
るため、複数の予測属性が
ある場合は注意。
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9.10の機能強化

Equalizeオペレータ

Equalize Numerical Indices、Equalize Time Stampsオペレータで、
置換タイプに定数値が選択できるようになりました。
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おわりに

おわりに

RapidMinerは常に改善を続けています。
次のリリースも楽しみにお待ちください︕


